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法政大学キャリアデザイン学部
第Ｓ回連続公開シンポジウム
｢キャリア教育と高大連携・産学連携」実施報告
法政大学キャリアデザイン学部准教授上西充子
旧時】2008年６月６日（金）１４：００～１７：３０
【場所】法政大学市ケ谷キャンバスボアソナード・タワー26階スカイホール
【プログラム】
開会挨拶高野良一（キャリアデザイン学部学部長）
＜第１部＞「連携授業」のキャリア教育的意義
コーディネーター：八幡成美（キャリアデザイン学部教授）
。「高大連携における生徒・学生の学びと成長」
酒井朗（大妻女子大学教授）
.「キャリア体験の意義」
川崎友嗣（関西大学教授）
＜第２部＞事例からキャリア教育を考える
コーディネーター：梅崎修（キャリアデザイン学部准教授）
・高大連携による進学支援
木村誠二（私立千葉黎明高等学校教諭）
上西充子（キャリアデザイン学部准教授）
本学学生（キャリアデザイン学部３年石川'|吾、加藤寛票、法学部２年中島文）
・キャリア体験学習としての産学連携
山岡義卓（ＴＡＭＡ協会若手人材コーディネーター）
八幡成美（キャリアデザイン学部教授）
本学学生（キャリアデザイン学部２年大西未希、吉川亜紗美、大藤裕子）
＜コメントと討論＞
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本シンポジウムでは、キャリア教育の展開の
中での学校の枠を超えた様々な取り組みの模索
が紹介され、検討された。
示された。本学准教授上西からは、この交流の
機会は、大学生にとっては、企画する役割を担
う、相手の立場に立つ発想ができる、などの意
義があることが示された。また、継続的な活動
が可能であった条件として、高校側の目的が明
確であること、高校側の要請が過大でないこと、
高校側の姿勢が「九投げ」でないこと、などが
示された。千葉黎明高校木村教諭からは、高大
連携を成功させるポイントとして、連続`性のあ
る関係を築く、結果をすぐに求めない、事前事
後学習を必ず行う、指導のビジョンや目標を明
確に持つ、高校生と大学生の学びの場となるよ
うにする（入試の駆け引きや宣伝に利用しない）
ことが示された。また、支援側として関わった
キャリアデザイン学部３年石川悟、加藤寛票と、
元・千葉黎明高校在校生であり、交流の受け手
として参加していた法学部２年中島文より、そ
れぞれの視点からの交流の意義が語られた。
産学連携の事例としては、社団法人首都圏産
学活性化協会（ＴＡＭＡ協会）と法政大学キャ
リアデザイン学部との間で実施されたキャリア
体験学習の取り組みが紹介された。ＴＡＭＡ協
会の山岡コーディネーターからは、ＴＡＭＡ協
会が地域における企業と大学・学生のネットワ
ーク作りを行うことによって、研究開発や企画
提案など、企業と学生の様々なコラポレーショ
ン事業が実施されており、企業と学生双方にと
って意義があることが紹介された。本学教授八
幡からは、産学連携型のキャリア体験学習によ
って、学生がビジネスの世界でリアルな体験が
できること、その中でチームワークや考える力、
コミュニケーション力などがおのずと問われて
いくが示された。また、具体的な商品開発に関
わった事例が紹介され、産学連携を継続してい
くために必要なものとして、企業の小回りの良
さ、大学側における活動の正課授業としての位
置づけ、コーディネート機関の重要性などが指
摘され、また、今後の課題として、コスト負担
の問題や、プログラム評価の問題が指摘された。
さらに、実際に製品開発に携わったキャリアデ
第１部の酒井教授からは、様々な形の高大連
携が紹介された後、従来の高大連携において
｢組織の追及するねらい」（大学側の学生確保、
高校側の進学実績の向上、等）が前面に出る傾
向があり、取り組みにおける生徒・学生の学び
と成長が吟味されにくいことが指摘された。そ
して、大学進学を強く望んでいるような生徒で
はない「様々な生徒」を対象とした高大連携の
実践例が紹介され、大学生と高校生が出会うこ
とが高校生には「あきらめ」から「ゆらぎ」へ
の変化をもたらし、大学生にとっては「他者」
の理解と「他者」への関わり方を学ぶ機会とな
っていることが指摘された。
同じく第１部の川崎教授からは、インターン
シップをはじめとするキャリア体験には「学生
と社会をつなぐ」「現在と将来をつなぐ」とい
う２つの意義があることが紹介され、キャリア
デザイン科目、インターンシップ、個別のキャ
リアカウンセリングなどが体系的に組み込まれ
た関西大学キャリア教育プログラムの事例が紹
介された。また、キャリア体験を生かすために
は学生の主体的・自立的な姿勢と共に事前教
育・事後教育の充実が必要であることが指摘さ
れた。
第２部では法政大学キャリアデザイン学部の
高大連携と塵学連携の取り組みが、それぞれ大
学側、高校・産業界側、参加学生側の三者から
紹介された。
高大連携の事例としては、法政大学キャリア
デザイン学部上西ゼミの学生と千葉黎明高校特
別進学クラスの生徒との継続的な交流の取り組
みが紹介された。生徒に都心の大学に目を向け
させたい、将来への期待感を高めたい、という
高校側の意図が、大学生と高校生のリラックス
した対話のﾘﾆ'から自然に実現されていく様子が
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ザイン学部２年大西未希、吉川亜紗美、大藤裕
子の３名が、それぞれの体験の意義を語った。
川崎教授より第２部の事例報告へのコメントを
いただき、高大連携・産学連携が学生、高校側、
企業側それぞれにとって意義のある活動となり
最後に「コメントと討論」として、酒井教授、 うる条件などが考察された。
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